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１．我が国のベンチャー・イノベーション現状認識
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出典：Compass 2015 Global Startup Ecosystem Ranking

スタートアップ都市ランキング各国のVC投資額 (2015年)
（単位：US Billion）

我が国の直近3カ年のVCファンドレイズ額は5倍（373→1,951億円）、ベンチャー
企業調達額は2.6倍（629→1,658億円）と大幅上昇も、他国との差は依然大きい。
各国および都市がイノベーション政策強化により資金および人材の獲得を競う中、
東京でさえ選外となっている状況は憂慮される。世界のベストプラクティス研究
および日本版の制定・施行が急務。

出典：ベンチャー白書2016、EY global venture capital trends2015
IVC-KPMG Summary of Israeli High-Tech Capital Raising 
gargfinanceblog.com 2015Recap : angel, Venture capital and Private equity
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２．ベンチャー・イノベーション政策のパラダイムシフト

情報革命（インターネット） 第四次産業革命（IoT・AI 他）

イノベーションテーマが情報革命から第四次産業革命にシフトするにつれ、
エコシステム機能要件が複雑化。各国・都市は、独自のユニークなプログラムを
立上げ、世界の様々な場に第二のシリコンバレー発生の予兆。
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資金 人材 場／仕掛け

国

資金支援
・British Business Bank  (英）
・ハイテク起業基金（独）
・Technological Incubators Program 
/ Magnet Program（以）

・Fund of Funds出資（印）
個人投資家優遇税制
・The Enterprise Investment  Scheme  
/ Venture Capital Trust (英）

・ベンチャーキャピタル投資法（独）
法人投資家優遇税制
・Corporate Venturing Scheme（英）

ベンチャー専門支援国家機関の設置
・Office of The Chief Scientist（以）

経営メンター派遣
・中小企業庁 / Service Corps of Retired
Executive（米）

高度外国人人材の呼び込み
・ビザ発給の緩和 / 無期限滞在許可条件の
緩和（独）

統合型イノベーションプログラム
・SBIR / Small Business Innovation   
Research (米)

産学触媒機関の設置
・フラウンホーファー研究機構／フラウン
ホーファー・ベンチャー（独）

・National Association of Software and 
Services Companies（印）

規制に捉われない新サービス実験場
・Regulatory Sandbox（英）

都
市

法人投資家優遇税制
・Certified Capital Companies
（米ルイジアナ州他）
資金支援
・Seatlle Jobs Plan  (米シアトル）

高度外国人人材の呼び込み
・ビザ発給 / 法人および個人資金援助 / 
個人の住宅補助 / 子供教育 / 医療保険優
遇 / 公共サービス優遇等（中国・杭州）

起業支援プログラム
・START-UP NY（米ニューヨーク）

ベンチャー集積地の仕掛け
・Tech City  (英）

教
育
機
関

民
間
企
業

大企業による投資ファンド
・Fintechファンド(JPMorgan, Citi, BBVA, 
Wells Fargo, Barclays等）
独立系アクセラレーター
・Innovate Finance / Level39  (英）
・Berlin Startup Academy（独）
大学系インキュベーター
・Foundation for Innovation and Technology
Transfer (インド工科大学）
・精華投資有限公司 (中国精華大学）

大学による起業家育成プログラム
・Stanford Technology Ventures Program
（米スタンフォード）
・ Entrepreneurship Program
（インド工科大学）
・Hockspring / Grunderburo
(ドイツバイエルン大学）

大企業による主要都市のR&D拠点設置
・Apple, Microsoft, Facebook, Google等の
メガベンチャー
・Citi Bank, Deutche Bank、Ciscoなどの伝統
的大企業
大企業によるインキュベーター
・Barclays, IBM, Orange等
大学の技術移転促進機関
・International Technology Transfer Center
（中精華大学）

イノベーション先進国は、3つのカテゴリー(人･金･場/仕掛け)と３つのガバナンス
レイヤー(国･都市･民間/教育)で戦略的集中・優遇を組合せ、統合的運用を志向

３．イノベーション政策のエコシステム
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４．ベンチャー支援施策一覧
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我が国では、長年、「死の谷」の存在を意識し、様々な政策が立案されてき
た。課題は明確にも関わらず、ベンチャー育成がなぜうまく機能しないのか？
成功するベンチャーがなぜ少ないのか？過去の政策を一度きちんと棚卸しすべ
き。そもそも政策の不具合なのか？担い手の問題ではないのか？

１．検証 ： 各種政策の再検証。政策が悪いのか？
２．課題 ： 各組織（大学・研究所）の課題の洗い出し。実行部隊は誰？

３．対策 ： 海外の事例を含め、先進的な取り組みを参考とした対策。
誰が何をするのかという基本的な設計をすべき。

各大学や研究所のガバナンスをしっかり考えて、ベンチャー育成を担う組織が
継続的に活動できるように、組織設計する必要があるのではないか。

５．大学・研究所におけるベンチャー育成の課題
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６－１．海外の事例（組織）

 米国の大学では、TLOが商業化オフィスへ深化している。
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６－２．海外の事例（組織）

 米国の大学では、商業化オフィスやアクセラレーターが進化している。
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６－３．海外の事例（組織）

 米国の大学では、事業化を所管する組織体制が構築されている。



Copyright©2016 Japan Venture Capital Association all rights reserved. 9

６－４．事業ステージと資金調達

 ０→０‘、０’→１、１→１００
 ステージ毎にファンドの役割は異なる。
 試作品を作る段階で、資金の出し手が枯渇する。（死の谷）
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６－５．海外の事例（資金）

 全米の殆どの大学に、事業化をサポートするGAPファンドが存在する。
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イノベーション先進国は、大学や研究所などの研究部門において、自前で、あるい
は外部組織と連携し、戦略的なエコシステムを構築し、事業化に成功。

６－６．大学・研究所のエコシステムの比較（まとめ）

起業家育成 組織 資金（官民） 場 (大学周辺）
日本 文科省エッジプログラム

MBAコース
QREC（九州大）

産学連携本部
TLO
VBL

JST/STARTプログラム
NEDO、NICT等
産業革新機構
日本政策金融公庫
知財ﾌｧﾝﾄﾞ（DBJｷｬﾋﾟﾀﾙ、
INCJ）

ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ（KSP, KRP等）
Morning Pitch (ﾄｰﾏﾂﾍﾞﾝﾁｬｰｻ
ﾎﾟｰﾄ）
民間ｱｸｾﾗﾚｰﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

米国 MBAコース
Stanford Technology
Ventures Program
（ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大）
起業家教育（ﾎﾞｽﾄﾝ大）
d. School (ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大）

TLO
商業化オフィス
インキュベーター
アクセラレーター
GAPファンド

GAPファンド（大学）
寄付、エンジェル
アクセラレーター（民間）
Y Combinator, 500 Startups
知財ファンド（民間）
Intellectual Ventures, Acacia

Stanford Science Park
多様なインキュベーター
多様なアクセラレーター
Y Combinator, 500 Startups,等
多数

欧州 MBAコース
EXISTプログラム（独）
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙｷｬﾝﾊﾞｽ（ｽｲｽ・
ﾛｰｻﾞﾝﾇ大）
MBA (ｽｲｽ・ｻﾞﾝｸﾄｶﾞﾚﾝ大）
起業家ｺｰｽ（ｽｳｪｰﾃﾞﾝ・ﾁｬﾙ
ﾏｰｽ工科大）

TLO
Cambridge Enterprise 
(英）
Imperial Innovation 
(英）
BioM (独）
IMEC, VBI (ﾍﾞﾙｷﾞｰ)

POCファンド（英：地方自治
体）
IP Group (英）
Cambridge Enterprise Seed 
Fund（英）
Inserm Transfer Initiative (仏)

Cambridge Science Park (英)
ﾌﾗｳﾝﾎｰﾌｧｰ研究所（独）
BioRegio, InnoRegio (独）
Heidelgerg Technology Park
(独)
Leiden Bio Science Park (蘭）

その他 Entrepreneurship Program
（インド工科大学）
漢陽大学起業ｾﾝﾀｰ (韓）
8200部隊（ｲｽﾗｴﾙ）
産学連携先導大学育成事
業（韓）
MBA（ﾀﾏｻｰﾄ大）

Foundation for 
Innovation & Tech
Transfer (インド工
科大）
清華大学企業集団
北大畔化器 (中国)
NUS Enterprise (星)

清華投資有限公司 (中国）
NRF POC Grants（星）
NRF Early-stage Venture 
Funding (星）
NRF DI Incubator（星）
ﾖｽﾞﾏ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ｲｽﾗｴﾙ）

清華大学科技園発展中心
漢陽大学産学連携協議会/産
学連携ｸﾗｽﾀｰ事業団
ブロック71（星）
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起業家育成（教育）
エッジプログラム（起業家教育）等、先進的な取り組みにより、学部生、
大学院生、社会人学生など若者の意識向上は顕著。具体的なプロジェクト
との連動が課題か（アクティブラーニング）。

組織
欧米などと比較して、大学や研究所の組織対応はかなり遅れている。商業
化オフィス（アクセラレーター）等の組織が無いのは、大学や研究所の問
題意識が希薄なためか。

資金
我が国で、GAPファンドへの取り組みは、ようやく始まったところ。取
り組みレベルは、低いと評価せざるを得ない。大学VCが設立されたが、
通常のVCと同じことをやるのか？LP出資によりシードファンドを呼び込
む方法（東京大学）。VCとの役割分担（０→０‘、０’→１、１→100）。

外部との連携
外部との連携、場（エコシステム）の必要性については政策的にも推進さ
れたが、作っては壊していないか？なぜ継続しないのか？大学・研究所は
中核となり得るのか？事業の分かるプロモーターが必要ではないか？

７－１．大学・研究所における取り組みの課題
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起業家育成（教育）
外部との連携プロジェクトに対して、JVCAも協力可能。

組織
米国では研究担当副学長が直轄で商業化オフィスを運営、大学や研究所の
受け皿をしっかり作って欲しい。
事業プロモーター等の専門人材の紹介やプールについては、JVCAも協力
可能。

資金
ステージ毎に必要な資金の性格が異なるが、０‘→１のシードステージに
は、VCもチャレンジ出来る。GAPファンド等への専門人材の紹介やプー
ルについては、JVCAも協力可能。

外部との連携
ベンチャー育成のエコシステムの形成に、VCは不可欠。JVCAも積極的に
協力できる。大学、研究所に加え、大企業、ベンチャー、VC、CVCと
いった新たなオープンイノベーションの枠組みも模索。

７－２．JVCAのアクション
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一般社団法人 日本ベンチャーキャピタル協会

〒107-6003 
東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル3階
■TEL : 03-5114-6667  ■FAX : 03-5114-6668
■URL：http://www.jvca.jp


